
３－１ キャリア教育の全体計画 墨田区立吾嬬第二中学校

文部科学省
教育目標 本校の実態

「確かな学力」
１．揺るぎない基礎基本 人間尊重の精神を基調とし、郷土を愛し、平和を願い社会に 生徒の実態

貢献できる豊かな人間性を持つ生徒の育成をめざすため、次の １）見通しがもてる活動には、前向きに取り
２．思考力・表現力・問題解 教育目標を設定する。 組む。
決能力

・自ら学び、正しい判断のできる生徒 ２）課題に対する生徒の意欲の個人差が
３．生涯にわたって学び続 ・思いやりのある生徒 大きい。
ける意欲 ・心身ともに健康な生徒

３）実践的態度や自己表現力が弱い。
４．得意分野の伸張

４）体験的な活動の経験が乏しい。
５．旺盛な知的好奇心、探
求心の向上を図る 地域の実態

進路指導目標 １）中小企業が多く下町であり、親子三代
卒業生も多く地域の子供の意識がある

自己理解を深め、生き方を模索し、主体的な進路選択ができ
学校教育法 る生徒を育てる。 ２）明るさ、優しさ、温かさにあふれた人情

味のある人間関係がある。

社会に必要な職業につい ３）学校への期待と協力がある。
ての基礎的知識と技能、勤 指導方針
労を重んじる態度及び個性 保護者の願い
に応じて将来の進路を選択 ①学級活動の中に進路内容を位置づけ、自己理解を深め、自己実 １）基礎的な学力を身に付けさせ、健康で
する能力を養うこと。 現を図る態度を育成する。 礼儀正しい子どもに育てたい。

②進路計画の作成、進路情報の収集・整理等の指導を推進し、自 ２）自ら進んで学び、たくましく生きぬいて
らの生き方を主体的に考え、進路を選択する能力を育成する。 いく子どもに育てたい。

関係機関との連携
③職業調べ・職場訪問・職場体験・産業教育等の体験学習を通じ、
積極的に社会参加するための勤労観や職業観を培う。 地域・家庭との連携

１．各高校、墨田ハローワー
クとの情報交換を密にする ④進路指導の工夫・改善として、小中連携により、進路指導の一貫 １）開かれた学校として、地域の教育力を

性を持たせ、小学校当時の自分を振り返らせるとともに、将来の 学校に生かす。
２．校内キャリア教育の組織 自分を思い描かせ、進路選択ガイダンスの充実を図る。
体制を整備する。 ２）地域の人材・物的環境を学校の教育活

⑤高校と連携し、授業体験を行い、進路についての意識を高めさ 動に積極的に活用する。
せ、生徒の能力や適性を把握し、援助を計画的に進める。

各 学 年 の 重 点 事 項 各 学 年 の 重 点 項 目

第１学年 進路への関心を高め、進路学習の 進路適性の吟味 進路情報の理解 職業観の形成 進路選択設
見通しを持たせる。

ねらい 自己理解と進路適性 進路先の正確な情報を活用さ 職業の持つ意味や価値 自己の生き方を幅
第２学年 自己理解を深め、進路の知識や情 を吟味させる。 せる。 を理解させる。 広く考えさせる。

報を得させる。
１年 自分を知る。 身近な人の職業 働くことを学ぶ目的 私の将来の進路計

第３学年 自己実現を目指し能力・適正に応 職業の世界 画を立てる。
じた進路を選択させる。

２年 自分をみつめる。 将来の勉学の世界と機会 働く人の生き甲斐 私の進路
職業を体験する。 職業と人生

３年 自分を深く総合的に 先輩に学ぶ。進路先調査・体 働くこと、勉強することの 進路設計と将来の
見つめる。 験入学校訪問・受験の準備 意義 生活への心構え

各教科 道徳 特別活動 総合的な学習

①問題解決能力の向上に各種学力調査やＰＩＳＡ型 道徳の全体計画に基づ 年間指導計画に基づき、望ましい集団活動 「年間指導計画」や「総合的な
読解力の結果を考察し各教科の指導の重点の見 き、人間としての生き の確立を目指し、集団の中で自らの生き 学習の時間の全体計画」に
直し改善。「授業改善プラン」と生徒の授業評価を 方についての自覚を 方を考えることができる能力の育成に努 基づき、与えられたテーマの
活かし分かり易くきめ細かい指導の実施。 深め、道徳的判断力 める。 中で、生徒が自ら課題を見

②放課後や長期休業日、放課後補充クラブにより能 と実践力を培う。 ①学校行事、生徒会活動、学年活動、学級 つけ、自ら学び、自ら考え、
力別補充・発展学習の実施と課題学習による基礎 ①道徳の授業時間の確 活動の充実を図り、教師と生徒、生徒相 主体的に判断し、問題を解
力向上。 保に努め、資料を工 互の望ましい人間関係を築き、いじめ、 決する能力や発表する能力

③観点別学習状況の評価規準を基本に目標に準拠 夫する中で心に響か 不登校のない豊かな人間性を備えた集 を育成する。
した評価を徹底・実践し、「個人内評価」を基に指 せる指導を展開す 団を醸成する。 ①「自らの生き方を考える」を基
導と評価の一体化を図る。 る。心身ともに健康で ②学級活動は、学級の中の諸問題を話し 本テ－マとし、外部講師によ

④授業研究月間を設け、全教員が授業を公開し互い あることを基調として、 合いによって解決し、互いを認め合い理 る講話や、職場訪問・職業体
に研究。各教科を超えた授業の展開を図ったり外 よりよい生き方につい 解していく態度の育成に努める。様々な 験など、さまざまな体験活動
部人材を活用した多様な授業形態を取り入れて学 て自覚を深めさせ、 体験を通し、個性の伸長と進路や将来の を取り入れ、自らの考えをま
習意欲を高め、学びの楽しさを体得させる授業を 道徳的実践力を醸成 生き方に主体的に取り組む能力を育てる とめさせる。
構築る。 する。 ③生徒会活動は、人権尊重の精神を浸透 ②人権尊重教育推進校として

⑤英語科は外国人講師を積極的に活用し国際化に ②教育活動全体を通し させる活動やボランティア活動を活発に 年間指導計画を吟味し、調
対応した人材を育成で、コミュニケーション能力を て自己の生き方を深 行い、各生徒会委員会が創意工夫をし べ学習や体験学習を通して､
育成。 く見つめるとともに、 た活動ができるように指導。 様々な人権課題を取り上げ

⑥保健体育は、男女共修形態での指導を実施して、 豊かな心を育て、人 ④各教科や領域との連携を図り、集団の一 ることで人権尊重の意識を高
基礎体力向上を目指し、運動の楽しさを体得。 権尊重の精神のもと、 員として個性を生かし、自らの役割を自 め、差別意識の解消を図る

⑦数学科は少人数指導を通し考えさせる力の育成を 自他の生命を尊重 覚しながら諸活動に主体的に取り組み、 ③地域人材、企業、外部機関
図ると共に、生活に活用できる能力の育成を図る。 し、道徳的心情と判 自らの意志で将来を切り拓く創造性や意 を積極的に活用し､多様な人

⑧理科は学校支援指導員等を活用しティｰムティｰチ 断力を育成する。 欲・態度を育成。 から生き方を学ぶとともに地
ング指導を実施し実験活動により考える力を育成 ③保護者会や道徳授業 ⑤伝統ある学校行事の意義を理解させ、規 域や社会への関心を深める

⑧各教科においてコンピュータ等の最新の教育機器 地区公開講座におい 律と秩序を重んじ、充実した学校生活を ④自然体験や職業体験､見学､
を積極的に活用し指導方法の工夫を図る。 て外部との意見交換 送る指導を推進。 調査活動を通して社会を広

⑨全校漢字コンテストや全校計算コンクール・スペリ の場を設け、地域の ⑥学校生活を、より豊かに充実するため、 く見据え、様々な場面にお
ングコンテストを実施により基礎学力の向上。放課 道徳的教育力を高め 儀式的、学芸的、健康安全・体育的、旅 いてコミュニケｰション能力や
後学習や長期休業中の学習教室により個に応じた るとともに地域・保護 行・集団宿泊的、勤労生産・奉仕的行事 問題解決の力を高めさせる
学習の指導時間を確保する。 者と連携した道徳教 など体験的な活動の充実により生徒に成

育の充実を図る。 就感や生きがいをもたせる。

学 級 経 営 の 重 点
１．生徒一人一人の個性や実態を的確に把握し、援助の機を逃さない。
２．生徒自らが個性を発見し、主体的に自己実現を図ることができる学級経営につとめる。


